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巣

立
ち
の
時

県
北
中
卒
業
式

県 北中 学 校 卒業 式は３月１３日 に 挙行

さ れ 、１３０名 （男６３名 ・女６７名 ） が

学 び舍 をあ と にし ま し た。 卒業 生を 代

表し 丹 治 勇斗 さ ん が 「自 分 の 力 で 、自

分の 道を 歩 み ます 。 」と 答辞 を 述 べ 、

新しい 世界へ 歩み出 す決 意をしま した 。

夢 や 希望 、 そ し て すこ しの 不安を 抱さ

ながら 、卒業証 書を手に巣立ちの眄です。

卒業 おめでと うご ざい ますO

介護保険料が変わります…………………………２
中国無錫市人民政府来町…………………………４
みんなで考えよう市!】村合併……………………５
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6５歳
以

上の方 の介護保険料が

変わります
基 準 月 額

1800

円

2059

円
(年額21600円24.700円)

唹
成
十
二
年
度
に
導
人
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
は
今
年
四

月
で
四
年
口

を
迎
え
ま
す
。
六
十
五
歳
以
匕

の
第
一
り
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
介
誕
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
三
年

ご
と
に
兄
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
料
改
定
が

三
月
の
国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。新

た
な
介
護
保
険
料
は
基
準
月
額

ぺ

○
五
九
円
（
年
額

二
四
、
七
〇
〇
円
）
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ

り
額
で
こ
五
九

円
（
一
四
・
四
％

）
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得
階
川

に
よ
る
区
分
を
五
段
階
か
ら
六
段
階
に
改
め
ま
し
た
。
新
た

な
保
険
料
は
が
成
卜

八
年
三
月
ま
で
適
川
さ
れ
ま
す
。

基
金
充
当
に
よ
り
負
担
軽
減

保
険
料
の
見
直
し
に
あ
た
り

町
で
は
「
高
齢
行
保
健
福
祉
計

画
等
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、

介
護
保
険
の
利
用
状
況
や
利
川

意
向
調
査
、
施
設
の
整
術
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
検
討
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。
商
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
、
サ

ー
ビ
ス
利
川
者
の
増
加
、
ま
た
、

施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
介

駿
保
険
料
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
介
護
保

険
給
付
費
準
備
基
金
の
一
部
を

充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
負
机

軽
減
措
置
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
雌
準
月
額
は
气

○
丘
九
円
（
二
五
九
円
。
一
四
・

四
％

の
増
）
年
額
一
一
四
、
七
〇

○
円
（
二
、
一
〇
〇
円
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

所
得
に
よ
り
六
段
階
に
区
分

町
で
は
、
今
回
の
介
護
保
険

料
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
低
所

得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
負
担

の
軽
減
、
負
担
の
公
唹
を
図
る

た
め
、
ま
た
、
所
得
階
層
区
分

を
現
行
の
瓦
段
階
か
ら
六
段
階

と
し
て
保
険
料
を
設
定
し
ま
し

た
。
現
在
の
保
険
料
と
の
比
岐

は
ド
衣
の
と
お
り
で
す
。

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料

四
卜
歳
以
上
六
卜
瓦
歳
未
満

の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
加
人
さ
れ
て
い
る
健
康

保
険
の
保
険
料
と
一
締
に
納
付

し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

町

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
、
六
月
の
国
保
税
算
定

と
と
も
に
介
護
納
付
金
分
保
険

税
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

問

い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
7
9
3

現行保険料 ( 平成12 年度～

14 年度)

区　 分

第1 段階 �

－　　一 一

月額( 円)

(年額) �

計算　 負担

方法　 ．割合

�(10

22 畠I
基準額×0.5

第2 段階 巾kjS2
〉i基準額

×0.75

第3 段階(

基準額) �　1
 .800(

 21 600�
基準額×1.0

第4 段階 �　2.250( 27 000�基準額x 1 .25

基準額×1,5
115

回i(銘 器

新しい保険料
{平成15 年度～17 年履}

区 分 �対 象 者 �
月額( 円)

(年額) �

計算

方法 �

負担

割合

第 1 段 階 �
生活保護
または老齢福祉
年金を受給の方 �　618( 7.400�

基準額× �0,3

第2 段階I �
世帯全員が
住民税非課税の
方 �　L441

い 7.200�基準額× �0,7

第3 段階｜(

基準額)i�

本人が
住民税非課税の
万 �　2.059( 24700�

基準額× �1,0

第4 段階･ �
本人の前年所得
金額が200 万円
以上の方 �　2.574( 30 ､ 800 �

基準額× �1 .25

-一一

第5 段階
�　　　　　

－　 一 一

事人 の 恥 塔 度: 所 得 金 新び200

万 円 以 上400 万 円

旻 蒿の 力
�

－　3.294(

 39 500 �
基準額× �1.6

第6 段 階･

¶　 ＝　 ■�

本人の的年度所
得金額が400 万
円以上の方
一一　-‥ �　4.1

 1 8(
 49.400 �

基翠額× �2.0



高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し

町
で

は
、
平
成
十
二
年
三
月

に
策
定
し
た
第
二
次
国
見
町

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
波
保
険
事
業
計
両
が
三
年
を
経

過
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
見
直
し
を
行
い
、

平

成
十
五
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
期
闘
と
す

る
『
第
三
次
国
兄
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
二
期
介
護

保
険
事
業
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
三
年
間
の
第
一
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
ほ
か
、
今
後
の
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
各
種
保
健
福
祉
施
策
を
推
進
し
、
介
護
保
険
制

度
の
円
滑
な
迅
営
、
欝
要
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
進

め
る
う
え
で
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

高
齢
化

の
進
行

要
介

護
・
施
設
利
用
者
の
増
加

町
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
方

は
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
平
成

十
九
年
度
に
は
二
、

八
二
七
人
、

総
人
口
の
二
六
・
五
％
程
度
に

な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
増
加
等
に
伴

い
要
介
護
認
定
者
も
増
加
し
、

平

成
十
四
年
度
は
二
五
〇
人
に

対
し
十
九
年
度
に
は
三
二
四
人
、

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
に
占
め

る
割
合
（
認
定
率
）
は
一
一
・

五
％

程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
内
訳
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は

現
在
二
〇
七
人
が
ヤ
九
年
度
に

は
二
四
二
人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
は
十
四
年
度
が
四
三

人
に
対
し
五
年
後
に
は

八
二
人

程
度
と
約
二
倍
の
利
川
者
に
な

る
と
兄
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
も
伸
び

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
川

に
伴
い
町
が
負
担
す
る
介
護
給

付
費
は
、
認
定
者
の
増
加
お
よ

び
施
設
等
の
整
備

に
よ
り
大
き

く
伸
び
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
介
護
給
付
費

総
額
は
、
二
億
六
千
九
百
万
円

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
成
十

九
年
度
に
は
五
億
千
七
百
万
円

程
度
に
見
込
ま
れ
、
六
年
間
で

丁

九
倍
程
度
と
な
り
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
ぼ
横
ぱ

い
な
の
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
伸
び
は
、
施
設
盤
備
が
進

む
こ
と
か
ら
毎
年
二
〇
％

を
越

え
る
大
き
な
伸
び
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の

利
用
意
向

町
で
は
今
回
の
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
か
ら
の
抽
出
調
査
と

嬰
介
護
認
定
者
の
方
全
貝
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
高
齢
者
保
健
福
祉
各
種
施

策
や
介
護
保
険
制
度
の
利
用
状

況
及
び
今
後
の
利
川
意
向
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の

で

、
利

用
意

向

調
査

で
は

、

現

在

の
利

川
状

況

に
比

べ
、

約

三

六
％

増

で
し

た

。
特

に
居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

中

で

通

所

介

護

（
デ

イ
サ

ー

ビ

ス
）
及

び
短

期

入
所

生
活

介

護
（

シ
ョ

ー
ト

ス

テ
イ

）
訪

問

介
護

（
ホ

ー

ム
ヘ

ル

プ

サ

ー
ビ

ス

）
の
利

川

意
向

が
高

く

、
大

幅

な
増
加

と

な

っ

て

い
ま

す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

居
宅
支
援
施
設
の
整
備
へ

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

町
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
と
も
に
高
齢
行
が
嬰
介

護
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
各
穐

保
健
福
祉
及
び
高
齢
者
の
生
き

が
い
に
対
す
る
事
業
等
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
一
環
と
し
て
、
藤

田
駅
周
辺
整
備
嘔
業
区
城
内
に

福
祉
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
一
般
型

及
び
痴
呆
型
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン

タ
ー
の
施
設
整
備
と
、
保
育

所
の
移
転
改
築
を
一
体
化
し
た

児
童
高
齢
者
の
複
合
施
設
と
し

て
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

6５歳以上人口の推移

要介護認定者の推移

介護サービス給付費の推移



中国無錫市人民政府来町

友好親善を深める

戴解平無錫市副市長(中央)と握手する冨永町長と佐藤議長

中

閥

汪

蘇

省

無

錫

巾

人

民

政

府

の

戴

解

唹

無

錫

巾

副

巾

長

を

は

じ

め

八

名

が

企

業

視

察

の

た

め

日

本

を

訪

れ

、

こ

れ

ま

で

友

好

関

係

あ

る

国

見

町

を

表

敬

訪

問

し

ま

し

た

．

．
．一
月

．．．
川

に

は

福

鳥

巾

で

歓

迎

式

が

行

わ

れ

、

四

日

に

は

徐

必

強

濱

湖

Ｋ

対

外

貿

易

経

済

合

作

局

災

や

胡

垰

鎮

か

ら

兪

件

弘

副

鎮

災

ら

四

名

が

來

町

し

、

友

好

親

河

を

図

り

ま

し

た

．

観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー

で

の

懇

談

会

で

Ｍ

永

町

長

が

以

前

訪

中

し

た

経

過

を

踏

ま

え

歓

迎

の

．．Ｊ
‥
葉

を

述

べ

る

と

、

徐

局

艮

も

「

成

長

目

党

し

い

無

錫

市

を

足

非

ご
覧

く

だ
さ

い
。
」
と
あ

い
さ

つ
し

ま
し

た

。

そ
の

後
、

公
立

藤

川
総

合
病

院

や
大

岩
機

器
に

業

所

な
ど
を

視

察
し
ま

し

た
。

こ

れ
ま
で

無

鋤
巾
胡

堵

鎮
と

嘔

成
九

年

斤
月

に
交
流

協

定
の

覚
μ

を

収
り

交
し

て

お
り

、
翌

年

に
は
当

町

か

ら
も
訪

中
し

て

い
ま
す

。

懇
談
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
徐
局
長

振
興
計
画
の
着
実
な
実
現
に
向
け

国
見
町
振
興
計
画
審
議
会

国
兄

町

第
四

次
振

興
計

両

の

実

現

に
向

け
た

。
具

体
的

な

収

り
組

み
を

審
査

検
肘

す
る

国
見

町

振
興

計
画

審

議
会

が
Ｉ
．
月

二

卜

四

目
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

振
興

計
画

を

其
休

化
す

る
た

め

、

毎
年

三
ヵ

年
を

兄
越

し
た

実

施
計

画

を
作

成
し

、
進

捗
状

況

の
検

証

と
と

も
に

審
査

い
た

だ

く
も

の
で

、
今

川

提
出

さ

れ

た

計
画

で
は

、

唹
成

卜
匕

年
度

ま

で
に

、
町

で
火

施

す

る
嘔

業

は

四
卜

九
件

、
総

額

四
卜

。
億

二

白
万
円

と

な
っ

て

い
ま

す
。

こ

の
中

に
は

町
民

生

活
に

宙
着

す

る
町
道

惟

備
を

は

じ
め

、
藤

川
駅

周

辺
紫

備
、

児
嗔

鳥
齢

者

福
祉

施

般
、

緑
住

区

整
備
や

水

道

整
備

な
ど

が
盛

り

込
ま

れ
て

い

ま
す
。

国

県
嘔

業

卜
件

、
公

ぐ
藤

………
総

介

病
院

改

築
、
術

生

処
理

組
合

な

ど
の
嘔

業

も
掲

祓

さ

れ
て

い
ま

す
。

故
林
元
治
さ
ん
へ
勲
五
等
瑞
宝
章

昨
年
卜
二
月
に
逝
去
さ
れ
た
、

元
国
見
町
議
会
副
議
長
、
故
林

元
治
さ
ん
に
勲
互
等
瑞
宝
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
昭
和
四
十
六
年
四

月

か

ら
六
十
一
．
年

ま
で
の

四

則

に

わ

た
り
議

会

議
ほ

と
し

て
地

方

自

治
の
発

展

に
努

め
、

特

に

昭

和

五
十

九
年

六
月

か
ら

六

卜

二

年

四
月
ま

で

は
副

議
艮

の
要

職

を
歴

任
し

ま
し

た
．

ま

た

、

四

十
余

年
に

わ

た
り

消
防

団
Ｕ

と
し

て

活
動

、

昭
和
六

十

．
年

网
月

か

ら
昭

和

六
卜

二
年
一
．「
月

ま

で
は

国
見

町
消

防
団

長

と
し

て

消
防

・
防

災
活

動

に
尽

力
し

ま
し

た
．

一
．
月

卜
九

日

に
は
、

ご
ｆ

息

俊
広

さ

ん
へ

、
瀬

戸
明

人

県
北

地
方

振

興
局

長

か
ら
、

勲
記

と

勲
章

が

伝
達

さ

れ
ま
し

た
．
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市町村合併
地域の将来、国見町の未来を

いつしょに考えましょう

合
併
論
議
活
発
に

伊
達
地
万
合
併
問
題

協
議
会

五
月
末
ま
で
に
結
論
を

伊

達

郡
内

九
町

の

町
艮

と

議

会

議
長

が
、

合

併
を

主
題

と

し

て

話
し

合

う

「
伊

達

地
方

合

併

問
題

協

議
会

」

の
第

二

回
会

合

が

二
月

二
十

八
日

開

催

さ
れ

ま

し

た
。

こ

の
巾

で

「
伊
達

は
ひ

と

つ
と

い

う
考

え

を
も

と
に

、

合

併
に

つ

い
て

住

民
の
コ

ン

セ

ン

サ

ス
を

得
な

が

ら
各
町

は

五

月

三
卜

日

ま
で

に

結
論

を
ま

と

め

る
。
」
こ
と

の
方

針
を

決
定

し

ま
し

た

。

こ

れ
を

受
け

郡

内

で
議

論

が

活

発
化

す

る

と
と

も

に
。

国
兄

町

内

に

お
い

て
も

町

と
議

会
共

催

で
三

月

二
4‐‐

八
日
に

は
、「
合

併

問

題
懇

談

会
」

が

開
催

さ

れ

る
こ

と
と

な

り
ま

し

た
。

さ

ら

に
町

内

六
ヶ

所
で

の

地
区

懇

談

会

の

開
催

（

日
程

は

決
ま

り

次

第

回
覧

）
や

、
各

極

団
体

と

の

懇
談

な
ど

が

予
定

さ
れ

て

お
り

、

町
村

合

併
に

向
け

た
論

議
、

意

見
集

約
が

本
格

化

し
ま

す
。

全
国
人
口
減
少
化
へ

国
見
町

の
人
口

七
年
後
に
は
一
万
人
を
割
る

合
併
を
考
え
る
上
で
璽
要
な
要
素
で
あ
る
、

国
見
町
人
口
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
よ
う
。

鄙
日
本
統
計
協
会
発
行
の
『
市
町
村
の
将
来

人

目
』
に
よ

る
と
。
平
成
十
二
年
の
囗
本
の
人

口
は
約
一
億
二
千
七
ｙ
日
万
人
で
す
が
甲
成
十
七

年
を
ピ
ー
ク
に
減
リ
は
じ
め
平
成
四
十
二
年
頃

に
は
一
億
二
千
万
人
を
割
る
見
込
と
な
っ
て
い

ま
す
。
福
鳥
県
の
人
目
は
既
に
減
少
し
て
お
り
、

二
百
十
二
万

六
千
人
が
平
成
四
十
二
年
に
は
百

七
十
八
万

八
千
人
と
約
三
十
年
間
で
一
五
％

の

減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

国
見
町
の
人
口
の
推
定
は
左
衣
の
と
お
り
で
、

七
年
後
の
平
成
二
十
二
年
に
は
一
万
人
を
割
り
、

更
に
二
十
年
後
の
平
成
四
十
二
年
に
は
七
千
人

を
割
る
推
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
を
考
え

る
上
で
人
口
問
題
が
人
き
く
の
し
か
か
っ
て

い

ま
す
。

国見町の人口( 推定)

出典|閇IJりの将釆人囗丿

発行(財)E1 本玖jt協会

纜屬( 財)吠よ↑俑輙絅究開兄センター

合併に向けた

全国・県内の動き

総務 省 によ ると １月１日

現在、全国で合併の前提とな

る法定・任意協議会が387地

区、1618市町村で設置され、

全 市町村( 3217 )の 過半数を

突破している状況です。

福島県内においては、左表

のとおりで、法定が２つ、任

意の 合併協議会 が５つ 設置

されています。また、矢祭町

や三春町では 合併しない 方

向を打ち出しています。

・福島県内における動き ３月４日嗄在

�相　輿　名 �種 別 � 構成市町村名 � 活 動 内 容

県

北�

伊達地万合併問岨研究会 �研究会 �
桑折町､伊達町.国見町､ Ⅲ 町､ｉ Ｓ

莉､言dβ;､月觝司.川俣司,氏野晋7 �
ａ町の合併に間する乖見調整

�二本松・東北違地方任意合併協議会�圧意合併
協議会 �

二本松市．安達町、岩ftlJ、
東和町 �

合併･法定合併 題 設 置に間す
る基覃釣事項弓についての協泌

県

中�

田村地方広峨行政研究会 �研究会 �三春町､小野町.滝根町､大包町.
都路村.爵鵞町､船引町 �

広域行政のあり万及び町村合
併についての調葦研只

�田村地万61】村任息合併協議会�圧扉合併
脇議会 �

小野17、滝根町、大ll酊、都
路村．常葉町．船引町 �6

町村の合併に関することに
ついての講査研究

県

兩�

西白河地万啣】村合併研
究会 �

研究会 �白河市.西郷り､表 村 ､只村
．

東崎村.中愚昧矢吹町､大塔村 �
而書l付合併にについての調蠢
研只苟

�観倉町、璃IJ.鮫川村合併協議会�法定合翻
協議会 �轜倉

町，塙町. 川 村 �合併に間する協議
、市町村建

設1↑疊の作成碍

会

津�

会津若松市・北会浄付合
併検封協議会 �

任息合併
協議倉 �会i車若松市・尤会津村 �

合併に関歹る検幻･協議､市町村
の建設計画案に聞する協議萼

�会湾若松市－河東町・潟川村合併講亘会�研究会 �会津若心市.河東町.洞川封(
オブザーバー･棍酊.ｔ会津哨 �

広域行敢のあり方及び町列合
併についての調歯研究

�畷庭晧万合併碍四斎研只会�研究会 �熱塩加納村､北塩原村.塩川町、
山都町.西会皿町.高IS村 �1

 村かａ併した場合の講蠱
研究．各町村の判断材料へ

�会却高田町-会ぶ1本廊町･新鶴村合併協議会�法定合併
脇岨会 �

会津高田町．会津本郷町．新
搆村 �

合併に閔する協逼．合併後の礎
股肝曩裏|こ間歹る協媼辱

�河君一町神合併等広域行政朗齏研究会�研究会 �僉ぷ掌坂下町．湯川村．柳滄町 �合併を含めた広域行政に係る
調査と研究

�大沼西降地万三町村合併検討協珊会�任屬合併
協議会 �

三島町．金山町．昭和村 �町村合併に
ついて．是非も含

め検討

相

双�

双薺晧乃広域行政推進研
究会 �

研究会 �広野酊.楢葉町､富岡町.川内村
．

大熊l】､双粟酊､浪江町､葛凡月 �
広域行政推皿万策についての
調査研只

�柤馬地力任鳳合蒭協議会�任意合併
脇議会 �

原町市、相馬市、新地町、鹿
島冒】、小高町．飯舘村 �6

市ｌ村の合併に閧すること、
合併の足非辱をきめて協議



第

十

五

回

統

一

地

方

選

挙

「
あ
な
た
の
一
票
が

新
し
い
未
来
を
つ
く
り
ま
す
」

福
島
県
議
会
議
員

一
般
選
挙

四
月
　

十
三
日
（
日
）
投
票

国
見
町
議
会
議
員

一
般
選
挙

四
月
二
十
七
日
（
日
）
投
票

任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
議

会
議
貝
一
般
選
挙
は
四
月
四
日

に
告
示
さ
れ
四
月
十
三
日
に
投

票
、
国
見
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
四
月
二
十
二
日
に
告
示
さ

れ
四
月
二
十
七
日
に
投
票
と
な

り
ま
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し

ま
し
よ
う
。

○
投
票
で
き
る
人

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
現
在
で
年
齢
二
十
歳

以
上
で
、
四
月
三
日
現
在
国
見

町
に
引
き
続
き
三
か
月
以
上
居

住
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
。

平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日

以
降
県
内
の
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
人
、
平
成
十
五
年
一
月

四
日
以
降
県
内
の
他
市
町
村
か

ら
国
見
町
に
転
入
届
を
出
さ
れ

た
方
も
投
票
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
現
在
で
年
齢
二
十
歳

以
上
で
、
四
月
二
十
一
日
現
在

国
見
町
に
引
き
続
き
三
か
月
以

上
居
住
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て

い
る
方
。
な
お
、
四
月

二
十
六
日
ま
で
に
国
見
町
か
ら

転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

０
投
票
所
入
場
券

入
場
券
は
郵
送
で
各
有
椛
者

の
方
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
人
場

券
が
な
く
と
も
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票
で

き
ま
す
が
、
名
簿
と
の
照
合
に

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず

に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
（
知
事
の
証
明

が
あ
る
方
）

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

国
兄
町
選
挙
管
理
委
貝
会

ｇ

５
８
５
－
2
1
1
2

＊ 投 票 時 問 ＊
各選挙期日の

午前７時から午後８時まで

＊不 在者投 票＊
投票日当日、都合の悪い方は次

により不在者投粟ができます。

・福島県議会議員一般選挙

４月４日～４月12日

・国見町議会議員一般選挙

４月22日～４月26日

いずれの選挙も不在者投票の

できる時間は、午前８時30分～

午後８時までです（土曜、日曜

日でも不在者投票ができます）

投票所入場券を持参のうえ町選

挙管理委員会（役場総務課内）

におこしください。

四
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
方
法

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
排
出
量
が
急
激
に
増
加
し
て

い
る
こ
と

に
対
処
し
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収

方
法
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
資
源
物
の
分
別
排
出
に

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
わ
ま
で
月
一
回
リ
サ
イ
ク

ル
の
日
に
回
収
し
て

い
ま
し
た

が
、
四
月
よ
り
藤
田
市
街
地
に

つ
い
て
は
第

丁

第
三
の
金
曜

口
に
。
そ
れ
以
外
の
地
区
は
第

二
・
第
四
の
金
曜
日
に
回
収
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
回
収
場
所

も
各
町
内
会
一
箇
所
の
「
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
、

す
べ
て
の

『
ご
み
収
集
所
』
と

な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
の
回
収
方
法

回収場所 回　 収　 日

月
２

回
（
金
曜
日
）

藤
田

市
街

地

第
１

と
第
３
の
金
曜
日

右
以

外
の
地
区

第
２

と
第
４
の
金
曜
日

す

べ

て

の

ご
み

収

集

所

（
『
ご
み
収
集
所
』
の

看
板
の
あ
る
所
）

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

の
出

し
方

（
出
し
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

ご 注意ください 右のマークがついてい曷
満濃飲料･ 酒類･ しょうゆなどの 審瞿 に蕭ります，

洗剤やシャンプー、良用油、ソースなどは対象外

となり.  燃 え るごみとしｒ出６てくだ声し廴

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課

生
活
環
境
係
　
啻
５
８
５
－
2
1
1
6



国見の新しい
企業を紹介します
こ のほど新たに国見町に進出さ れた、
３社を紹介します。

㈲日本クオリティセンタ一
国 見イン ターチ ェン ジ前の 恵 まれた 条件 を

活かし、（lllツ バメコート 敷地） 今年 二川に 進

出してきたの が．（右）日 本 クオリティセ ンタ

ー． 本礼はＴ･葉11j`にあ り、衣料品 を中心 とし た

物 流介1･|･［栗として､ 各 企業の製品 を保管管理し ．

注文に応じ 配送する 業務を Ｅに 行いますJil 見

町 は第 二.倉川と位 置付けられ、1ﾐに製II,111の保 竹

に使われ ます．

代表収締 役占野IIﾐ義さんは「インター ネッ ト

を利川した 商品竹理 システム(  Q M S ) で どの

商品が何枚 売れてい るか､ 在庫は どれだけあ る

かが瞬時に 分かり ますJIﾐ 文 を受け れば 翌11に

はシャツ･ 枚でも11;けられ ます､ 」と説明 ．収

引先の 企業 に売 れ筋 商品や 在陳の 情 報 を的 確

にlZlえ. 効 乖的運惻’をｆ 助け するの も我 が社の

役剛です と述べます。

情 報 があれ ば 冖‘都圏 と

の格差は 少なく、傑竹コス

トでい 4 見は有利と。今は移

ったば かりで､ ４ 名程の 従

業八で巡営 してい ますが。

東北 地|ﾒlへ業務 拡 人の 拠

点とし､ 将 来は国 見 単独で

採算 が とれ る よう 展闘 を

図りたい と諸り ます、

㈲
渡
辺プ

レ
ス

川
ツ
バ
メ
コ
ー
ト
の

。

角
に
進
出
し

た
の
が
㈲
渡

辺
プ
レ
ス
。
衣
料
品
の
最

終
ｒ
‥
程
の
、
ア
イ
ロ
ン
が

け
や
型
押
し
な
ど
プ
レ
ス

作
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。

私
は
こ
の
嘔

業
に
新
た
に
参
加
し

ま
し

た
が
、
従
業
八
は

み
ん
な
熟
練
し

て
い
ま
す
、
と

詒
る
の
が
代
人
取
締
役
波
辺

敏
昭
さ
ん
。
旧
ツ

バ
メ
ソ

ー
イ
ン
グ
の
器
材
、
施

設
を
譲
り

受
け
て
の
始
動
で
す
。
現
在

従
業
ａ

は
八
名
、
業
務
拡
大

を

軌
逆
に
乗
せ
、
施

設
規
模

に
兄

合
う
こ
卜
名

ぐ
ら
い
ま
で
増

や
し
た
い
と
。
『
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
会
社
で
す
。
な
派
に
成

長
さ
せ
ま
す
ご

と
き
っ
ぱ
り
と
。バ
い
切
り
ま
し
た
。

㈱
国
見
メ
デ
ィ
ア
デ
バ
イ
ス

地
域
の
方
々
と
地
場
の
企
業
と
し
て

発
展
・
成
長

を
目

指
す

昨

年

．．．川

匸

旧

）
国
見

．電
ｒ

㈱

の

業

務

を

引

き

継

ぎ

、

新

た

に

国

兄

町

に

進

出

さ

れ

た

の

が

㈱

国

見

メ

デ

ィ

ア

デ

バ
イ

ス

で
す

、
ｊ

業

内

容

は

．電
ｒ

機

器

部

品
の

糾
包

、

製

造

、

検

介

等

を

Ｆ

が
け

、

特

に

デ

ジ

タ

ル

カ

メ

ラ

や

携

帯

電

謡

な

ど

の

情
報

を

記

録

す

る
の

に
広

く

使

わ

れ

て

い

る

「
ｓ

Ｄ

カ

ー

ド

」

の

生

産

を
Ｌ

力

に

お

い
て

い

ま

す
．

岩

１

県

水

沢

巾

で

お
導

体

の

後

行

程
丿

業

を

営

む

㈱

ミ
ズ

サ

ワ

セ

ミ

コ

ン

ダ

ク
タ

の
関

連
会

社

と

し

て

設

覦
さ

れ
．

柳

川

直
‥
雄

氏

が
両

社

の

代
表

収
締

役

社

艮

を

務

め

、

主力 のＳＤカ ード

写頁や昌楽などの記録媒
体として広く便わｎＪす

国
見
メ
デ
ィ
ア
デ
バ
イ
ス
の
巡
営

は
矢
羽
々
栄
代
表
収
締
役
刄
務
が

率
い
ま
す
、。

矢
羽
々
さ
ん
は

『
国
見
電
’ｒ

で

斤
っ

た
俊
秀
な
人
材
と
技
術
・
技

能
が

我
が
杜
の
財
産
で
す
。
国
見

の
地
か
ら
匪
外
を
相
手
に
嘔
業
を

展
開
し
ま
す
。
」
と
力
強
く
語
り
ま

す
。
現
在
従
業
八
は
百
四
卜
名
、

肖

初
の
七

卜
名
は

全
て
国
見
電

’ｒ

出
身
の
社
員
を
採
川
．
社
足

に
「
感

謝

と
和
」
を
掲

げ
．
嘔
業

の
発

展

に
よ

り
社
会
と
社
Ｕ

へ
貢
献
し
、

ひ

い
て
は
地
城
に
根
ざ
し
、
地
域

と
と
も
に
成
長
を
日

指
し
た
い
と

述
べ
て

い
ま
す
．

．
．
卜
四
時
間
勤
務
体
制
を
と
り
、

生
産
ラ
イ
ン
の
効
率
的
巡
川
を
図

る
と
と
も

に
「
最
鳥
の
品
質
、
最

鳥
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
経
営
方
針

に
．

愉
報
通
信
な
ど
凵
ま
ぐ
る
し
い
叭

新
が
進
む
巾
で
、
世
界
を
棍
野

に
、

常
に
新
脱
川
辺
嘔

業
の
拡
人
を
見

据
え
て
進
む
企
業
で
す
．



２
月
の

グ
ラ
ビ
ア

ｲンフルエンザが猛威 学級閉鎖も

インフルエン ザが流行し､ 今年は町内 で

も 例年に無く 蔓延 、猛威をふる いまし た。

町教 育委員会に よると 各 小中 学校でも ２

月中旬 からは 欠席者が激増､21日には イン

フルエンザによる欠席者が50名とな り｡さ

らに風 邪の症状 による者 を加えると90 名

を越えまし た｡ 藤田 小学校３年１組 では 欠

席者 が６割 を越え学 級閉鎖とし たのをは

じ め 。藤田･ 森江野両小学校では予定の 授

業を繰り上げ る「繰上げ下校」の 措置 がと

られまし た。休み時間毎に手洗いとうがいを慣行

県
文
化
振
興
基
金
顕
彰
鈴
木
重
男
さ
ん

写
真
家
で
県
写
真

連
盟
会
長
を
務
め
る
鈴

木
重
男

さ
ん

（
宮
町
北
）
が

剛
福
島
県
文
化
振
興

基
金

【
理
事
長

佐
藤

栄

佐
久
県
知

事
】
の
顕
彰
者
に
選

ば
れ
、
２

月
1
0日

表
彰

状
が
贈
ら

れ
ま
し
た

。
鈴
木
さ
ん
は
自
然
風
景

を
中
心
に

撮
影

す
る
か

た
わ
ら

、
迎
盟
会
長
と
し
て

後
進
の
指

導
や

各
種
写
真
展
の
審
査
員
を

務
め
、
写
真
技
術
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
振

興
基
金
で
は
本
県
の
文
化

向
上
や
晋
及
発
展
に
輿
献

し
た
方
々
を
表
彰
し
て
お

り
ま
す
。

家
族
の
健
康
を
守
ろ
う
　

県
北
方
部
健
康
集
会

地域住民の健康増進に対する 意識高揚を 図り 。

健康づ＜リの普及を目的に 、県 北方 部健康集会が

２月４日観月台文化センターで開催されまし た。

福島 県健康を 守る婦人 連盟と側県 保 健衛生協会

が共 催で開催し 、畠 膕佳子伊達管内 健康を守る婦

人 連盟会畏や佐顧洋子県同 会長が挨拶し 、県北保

健福 祉事務所の奥田久美子さ んが「 健康で長生き

する ための食生活」と題し 講演し まし た。

ミニバスケ国見力ップ
２月８・９日柏葉体育館において 。国見カッ

プ ・ミニパスッケトポ ール６年生大会が開 催

さ れまし た。国 見E町ミ ニ・バスッケトポー ル

スポーツ少年団と 伊達地区同 連盟が主催し 、

伊達郡内の男 女各７チームが参加 、熱戦を繰

り広げまし た 。国 見网 チームは平成13年 ４月

に結成さ れた新

し いスポーツ少

年団で ，女子が

５位 ，男子７位

の成績でし たが ，

団員30名は週２

回の練習に 励ん

でお り 。こ れか

らの活躍が期待

されます。

第
６
回
イ
ン
ド
ア

テ
ニ
ス
大
会

２月23日グリーンアリーナ923におい てイン

ドアテニス大会が開催, 熱戦を繰り広げ まし た．

スポーツに親し み, テニスの技術向 上と地域親

睦を目的に. 近隣市町から31ベアが参加し まし

た．結果は男子：渡辺・菊地組 ，女子：吉田 －

高槇 鄒．，μ睿,じ 囹ｇ刪の ペアが 勝 しまljt-.，



二
十
六
年
の
活
動
に
幕

国
見
町
農
業
者

年
金
協
議
会
解
散

農
業
者
年
金
の
受
給
者
、
加

人
者
の
糾
繊
と
し

て
制
度
充
実
な
ど
の
活
助
を
進
め
て
き
た
国
見
町

ａ

業
者
年
金
協
議
会
（
賀
藤
貞
会
艮
）
は
、
三
月

五
日
の
総
会
に
お
い
て
解
散
を
決
議
し
、
二
十
六

年
の
活
助
に
幕
を
ド
ろ
し
ま
し
た
。

賀
藤
会
長
は
「
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
に

寄
与
し
た
ａ

業
者
年
金
制
度
も
加
入
者
減
少
に
よ

り
年
金
財
政
が
悪
化
、
平
成
十
四
年
一
月
の
制
度

改
卍
に
よ
り
、
当
協
議
会
の
意
義
が
薄
れ
た
」
と

解
散
へ
の
経
過
と
理
由
を
述
べ
、
全
会
一

致
で
解

敗
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
昭
和
五
十
二
年
に
設
立
さ
れ
、
年

金
制
度
の
充
実
と
円
滑
な
運
営
の
た
め
受
給
指
導

や
加
人
促
進
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し

た
。
で

成
十
四
年

一
月
の
改
正
に
よ

り
、
任
意
加
人
に

よ
る
原
資
積
立
て

方
式
と
大
き
く
壼

わ
り
、
今
後
業
務

は
農
業
委
貝
会
と

農
協
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。

解
敵
へ
の
経
過
を
述
べ

る
賀
藤
会
畏

別
れ
て
も
友
達
だ
よ

幼
稚
園
で
お
別
れ
会

一
年
問
、
と
も
に
遊
び
、
と
も
に

学
ん
だ
幼
稚
園
児
も
四
月
に
は
小
学

生
、
町
内

瓦
つ
の
小
学
校
に
分
倣
し

ま
す
。
藤
川
幼
稚
園
と
森
江
野
幼
稚

園
で
は
二
月
ニ
ト
七
日
に
「
お
別
れ

会
」
を
催
し
、
離
れ
て

い
て

も
友
達

だ
よ
と
歌

を
歌
っ
て

は
、
想
い
出
の

一

ペ
ー
ジ

を
心
に
刻
み
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
も
参
加
し
。
園
児
た
ち
の

確
か
な
成
長

を
確
認
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
カ
ツ
サ
ン
ド
に
よ
る
昼
食
を

と
り
ま
し
た
。

驛田幼稚園

森江野幼稚図

入
学
お
め
で
と
う

平
成
十
五
年
度
小
学
校
新
入
学
児
童
者

小
坂
小
学
校
…
…
…
…
…
…
十
名

安
藤
．
希

史
付
払
也

栗
原
人
輔

山
1
1
1
健
４

佐
野
不
夏

熊
介

彩

後
藤
附
花

佐
藤
麻
菜

後
藤
穂
希

梅
津
片
余

藤
田
小
学
校
…
…
…
…
五
十
二

名

山
内
祐
太
　
川
付
涼
磨

山
口
災
人

久
傑
Ⅲ
裕
紀

飢
Ⅲ
人
心

哄
津
優
介

小
西
颯
．
郎

東
海
林
篤

鳥
野
恭
介

樋
口

諒

仇
藤
雅
思

佐
藤
敦
皀

ｔ
澤
什
樹

加
藤
将
兌

鈴
木
柊
歩

阿
部
倫
志

斉
藤
涼
太

佐
藤
力
彌

菅
野
洸
希

菊
地
晧
太

佐
藤
裕
紀

鈴
木
智
人

鈴
木
皀
人

川
山
川
稀

ミ
木
哢
伍

菊
地
智
叉

熊
坂
川
ｆ

佐
藤
綾
香

赤
収
育
災

後
嘩
化
南
ｆ

并
ｈ

艦

佐
藤
不
紘

岡
川
根
儁

川
中
優
冊

久
川
み
つ
き

角
川
愛
仕

巾
川

茜

犬
伏
ほ
の
か

μ
凝
亜
樹

瀬
戸
愛
梨

‥咼
橋
秋
桜

蓮
川
一

秋

阿
部
楓
ｒ

齊
藤
瑠
香

仇
久
川
歩
美

伊
藤
瑠
余

巾
渾
綾
花

遠
麟
叉
希

波
辺

紬

石
原
菜
々
ｒ

佐
藤
や
や

鈴
木
１
尋

森
江
野
小
学
校
…
…
…
…
十
一
名

宍
戸
典
型

村
ｈ
浩
圦

菊
地
陏
河

占
川
晟
皀

佐
久
間
心
人

佐
藤
航
か

八
を
拓
皀

佐
藤
明
巳

占
川

愛

宍
戸
美
希

川
久
保
輿
帆

大
木
戸
小

学
校
…
…

…
…
…
八
名

鳥
橋
尚
哉

志
村
拓
海

阿
部
略
斗

村
Ｌ
占
秀

松
洲

輝

後
藤

繭

高
鳩
笂
帆

佐
藤
亜
紀

大

枝

小

学

校
（
国

見

町

分

）・・
亠（

名

仇
久
闘
心
仁

お
城
直
弥

仇
藤
雄
人

鈴
木
満
叭
佳

鈴
木
瑛
梨
花

占
Ⅲ
彩
欠
香

（

敬

称

略

）

問

い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ｇ
（
５
８
５

）
2８
9
2



４月から
国民健康保険の

退職者医療制度が
変わります
お医者さんにかかるときの自己負担が３割に 長

く
会
社
等
に
勤
め
ら
れ
た
方
が

退
職
な
ど
に
よ
り
加
入
す
る
国
民
健

康
保
険
・
退
職
者
医
療
制
度
が
四
月

か
ら
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
医
療

機

関
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担
割

が
軽
減
さ
れ
本
人
二
割
、
被
扶
養
者

も
入
院
時
二
割
で
し
た
が
、
四

月
よ

り
す

べ
て

三
割

負

担
と

な
り
ま

す
。（
た

だ
し
七

十

歳
以
上

の

方
は

一
割
で

す
）

３
月
3
1日
ま
で

退職者被保険者(本人)
外来２割　入院２割

被扶養者
外来３割　入院２割

本人･被扶養者
ともに70 歳に
なったら１割
ただし一定以上 の

所得 者は ２割

昨年10 月に
改正されました

４
月
１
日
か
ら

退職者被保険者

・被扶養者ともに

外来３割　入院３割

本人･被扶養者
ともに70 歳に

なったら１割
ただし一定以上 の

所得者は ２割

※外来(在宅医療を含む)で薬をもらった時に支払う

一部負担金は４月から廃止されます。

問い合わせ

保健福祉課国保係　谷 5 8 5 ｰ 2  7 8 5

被
用
者
保
険
も

三
割
に
変
更

会
社

等
に

勤
め

て

い

る
方

が

加

人
し

て

い
る

、
健

康
保

険
や

共

済
組

介
等

に

お

い
て
も

、

同

様

に
医

療
機

関

に
か

か

る
と

き

の

自
己

負
担

を

．．
．剛

に
す

る

改

卍

と
な

り
ま

す
．

詳

し
く

は
勤

務

先
又

は
社

会

保
険

心
″
務

所

へ

お
問

い
介
わ

せ

く
だ

さ

い
．

公
立
藤
田
総
合
病
院
か
ら

唹
成
ｔ

五
年
四
月
一
日
よ
り
、
病
院
診
療
に
つ

い
て

一
部
変

史
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

四
月
一
日
よ
り
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

①
毎
週
土
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
す

現
在
第
二
、
第
四
以
外
の
匕
曜
日
に
つ

い
て
は
診
療
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
四
月
一
目
か
ら
は
毎
週
上
曜
日
は
休
診

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
急
忠
の
場
合
は
休
診
日
で
も
対
応
い
た
し
ま
す

の
で
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

②
外
来
患
者
の
薬
は
す
べ
て
院
外
調
剤
薬
局
で

外
来
忠
者
の
薬
は
こ
れ
ま
で
一
部
に
つ
い
て
院
内
で
調
剤

し
て

お
り
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
院
外
の
調
剤
薬

１
 
。１川
か
ら
求
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ公

立
藤
Ⅲ
総
合
病
院
　
g
5
8
5
1
2

．‐
‘２
１

お忘れなく

学保険証の手続き
国民健康保険において、修学のた

め還方に居住されている学生の方へ

は、廖保険証が特例として交付され

ています。交付を受けている方で、

この舂、大学や専門学校を卒業し、

実家に戻る方や会社等に就職し職場

の保険に加入する場合は、⑦保険証

の廃止の手続きが必要となりますの

で忘れずに届け出ください。

届け出は、劭保険証、世帯に交付

してある国民健康保険証、印鑑、ま

た、社会保険の保険証をお持ちのう

え、保健福祉課国保係へ申し出くだ

さい。

★問い合わせ

保健福祉謾国俣係585  一 2785



保健だより

保啣●祉禪で保健 係 ( 5 )  2 ﾌﾟ

年に１度の総点

検　総合検診!

!
５ 月 ６ 日 ～ ９ 日 、１２ ～ １６日 、１９ ～ ２４ 日【延べ15 日 間】

検診科目 � 対 象 者 �料 金

結 核 検 診 �昭和63年４月１日以前に生まれの方 �無料

基本健康診査 �昭和61年４月１日以前に生まれの方 �800円

肝 炎 検 査 �40歳～70歳までの未受診者 �6(X〕円

前立腺検珍 �50歳以上の希望男性 �4CX)円

冐がん検診 �昭和39年４月１日以前に生まれの方 �6(X〕円

骨粗ｌ 症検診 �18･a)･25,3〕･35･4〕･45･S)･55･i･66心 忿の女牲 �48 円

国民健康保険に加入されて

いる方は、無料となります。

年齢等の膾鮟のため保暗証

を必ず持参して下さい。
また、70 歳以上の方、住民

税非課税世帯、生活保護世

帯の方も無料となりますの

で、受付に申し出てくださ

い。

乳　児　健　診

該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成15年１月生まれ）

・９か月児（平成14年 ７月生まれ） �
５月29日(木) � 午後１畤30分～午後２眄 �

観月台文化センター
第１和室

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

二コニコ相談会

対　　 象　　 者 � 実 施　日 � 実 施 時 間 � 会　　 鳩

町内在住の乳幼児及びその保護者 � ５月l〕日(金) �午前９眄3〕分～午前10 時 分 �
観月台文化センター

第１和室

【実施内容】身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

麻
し
ん
（
は
し

か
）
の

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

満
１

歳
に
な

ら
れ
た
お
子

さ
ん
の
、
麻
し

ん
（
は
し

か
）
の

予
防
接

穐
は

お
済
み
で
す
か
。

予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
子
ど

も
は

、
３

歳
ま
で
に
６
割
、

小

学
校
入
学
ま
で

に
９

割
が
麻
し

ん
に
か

か
っ
て
し
ま

う
と

い

わ

れ
ま
す
が
、
高

熱
や
発
疹
な

ど
、
自
然
に

か
か
っ
た
麻
し

ん

は
子

ど
も
に
と
っ
て
重
大
な
病
気
で

す
。

生
後
1
2か
月

か
ら
9
0か
月
未

満
ま
で
は

、
定
期
接
種
と
し

て

町
発

行
の
予
診

粟
を
使
っ
て

、
指
定
医
療
機

関
で
無
料
で

接
種

で

き
ま
す
。

満
１

歳
以

上
で
接

種

が
ま

だ
の

お
子
さ
ん
、
特
に
保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど

の
集

団
生
活

に
入

る
予

定
の

お
子
さ
ん
は
、
麻
し
ん
の
定
期
予
防

接
種
を
早
め
に
済
ま
せ
ま
し

よ
う
。

ポリオ集団予防接種
(平成15年度実施日程について)

実 施　日 �対象地区

平成15年６月９日(月) �藤田地区

平成15年６月10日(火) �藤
田地区

以　 外

平成15年６月17日(火) �指定なし

平成15年10月７日(火) �藤田地区

平成15年10月８日(水) �藤
田地区

以　 外

平成15年10月22日(水) �指定なし

実施時間 �会 場

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
２
時

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室

1対象乳幼児】実施日に満３か月から卯月未満までの１
回もしくは２回未投与の乳幼児

※注意すること‥･６週問以上の間隔で２回投与します。

（持参するもの）ポリ オの予防接種予診票を記入し、毋

子健康手帳と一緒にお持ちください。



インフォメーション

募
　
集

国
家
公

務
員

（
大
学
卒

程
度

）

人
事
院
で
は

、
大
学
卒

業
程
度
の
１

種
．
Ｕ

種

試

験

の
国
家
公

務
員
採
用

試

験

を
実
施
し

ま
す
。

Ｔ

種
試
験

】
▼
受
験
資

格
…
昭
和

四
十

五
年
四
月

二
日
か
ら
昭

和
五
十
七
年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

（
そ
れ
以

降
の

生
ま
れ
で

大
学
卒

、
卒
業
見
込
み

及

び
同
程
度
の

資
格
を
有
す

る
者
も
含

む
）
▼
受
付
期

間
・
：
四
月

一
日
か
ら

八
日

ま
で

▼
一
次
試

験
日
…

五

月
五
日

【
Ⅱ

種
試
験

】
▼
受
験
資

格
…
昭
和

四
十

九
年
四
月

二
日
か
ら
昭

和
五
十
七
年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

（
そ
れ
以

降
の

生
ま
れ
で

大
学
、
短

大
又
は
高
専
卒

の
者
、
卒

業
見
込
み
及

び

同
程
度
の

資
格
を
有
す

る

者
）

▼
受
付
期

間
・
：
四
月

十

四
日

か
ら
二
十

八
日

ま

で

▼
一
次

試
験
日
：
亠（

月

二
十
九
日

★
こ
こ

に
記
載
し
た
も
の

は
国
家
公

務
員
採
用
試
験

の
抜
粋
で

す
。
試
験
職

種

や

申
込
用

紙
の
請
求
、

受

験
資
格
等

の
詳
し

い
内

容

に
つ

い
て

は
確
認
く
だ

さ

い
。
高
校

卒
業
程
度

の
ｍ

種
試
験
概
要

も
示
さ
れ

て

お
り
、
以

後
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

人
事
院
東

北
事
務
局
第

二

課

｀
。
０
２
２
（
２
２
１

）
２

税
務
職
員（

大
学

卒
程

度
）

仙
台

国
税
局
で
は

、
東

北
の
風
土

に
慣
れ
親
し

ん

だ
バ
イ

タ
リ
テ

ィ
あ

ふ
れ

る
職

員
を
募
集
し
ま
す

。

今
募
集

は
大
学
卒
業

程
度

の

『
国

税
専
門
官

』
で

、

次
に
よ

り
ま
す
。

▼
受
験
資

格
・：
昭
和
五
十

一
年
四
月

二
日
か
ら
昭

和

五
十
七
年

四
月
一
日
生

ま

れ
の
者

▼
受
付

期
間
・
：
四

月
一
日

か
ら
四
月
十
七

日

ま
で

▼
一
次
試
験
日

…
六

月
十
五
日

▼
受
験
申
込
書

は
各
税
務

署
総
務
課

ま
で

請
求
く
だ

さ
い

。

★
問
い
合

わ
せ

仙
台
国

税
局
人

事
二

課

Ｊ`
０
２
２
（
２
６
３

）
1
1
1
1

福
島
県
警
察
官

特
別
募
集

九
月
採
用
予
定
の

福
島

県
警

察
官
採
用
候
補

試
験

［
特

別
募
集
］
を

次
に
よ

り

行
い
ま
す
。

▼
受

験
資
格
◇
警
察

官
Ａ

・
：
昭
和
四
十

八
年

四
月
二

日
以

降
に
生
ま

れ
た
者
で
、

大
学

を
卒
業
し

た
者
又
は

今

年
八
月
ま
で
に

卒
業
見

込

の
者
◇
警
察
官
Ｂ

…
昭

和
四
十

八
年
四
月

二
日
か

ら

昭
和
六
十
年

四
月
一
日

ま
で

に
生
ま
れ

た
者
で
、

大
学
を
卒
業
し

た
者
又
は

卒

業
見
込
の
者
を

除
く
▼

受
付

期
間
…
三
月

二
十
四

日

か
ら
四
月
十

八
日
ま
で

▼
試

験
日
（

予
定
）
…
五
月

十

八
日
▼
受
験
申
込

書
は

県
人

事
委
員
会

、
各
警
察

署
等
で
配

布
。

◆
平

成
十
六
年

四
月

の
採

用
公

募
の
内
容
に

つ
い
て

は

五
月
上
旬
に
発

表
さ
れ

る
予
定
で
す
。

★
間
い

合
わ
せ

福
島

県
人
事
委

員
会

｀
］（
５
２
１

）
7
5
9
0

固

定

資

産
税

の
「

縦

覧
・
閲

覧
・
証
明

制
度
」
が
四
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

地
方
税
法
の

改
正

に
よ

り
、
四
月
か
ら
固
定
資
産

税
の

縦
覧
制

度
が
変
更

さ

れ
る

と
と

も
に
閲
覧
と

証
明
制
度
が
法
定
化

さ
れ
ま
す
。
主
な
内
容

は
次
の

と
お
り
で
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

▼
改
正

内

容
…
他

の
土

地

や
家

屋
の

価
格
と

比
較

で

き

る
よ
う

に
な
り

ま
す

。

▼
縦

覧
期

間
・：
四

月
一

日

‘
’
六
月
二

日
ま

で
（
土

・

日

曜
、
祝

日
除

く
）

▼
縦

覧
で

き
る

方
…
①

納
税

者

【
同

一

肚
】帯

の

親

族

含

む

）
②
納

税
管
理

人
③
｛
…一

及

び
②
の

委
任
状

を
持

畚

し

た
方

▼
必
妥
な

も
の

…

申
請

人
（
窓

口

に
き
た
方

）

で

あ
る
こ

と
を
証

明
す

る

も

の
（
免

許
証
、

健
康

俣

険

証
等
）

▼
手
数

料
・：
無

料固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
閲
覧

▼
改
正

内

容
・：
借

地
人

・

借
家

人
等

で
も
閲

覧
で
き

る
よ

う

に
な
り
ま

す
。

▼

閲

覧
で
き

る
方
・：
①
納

税

義

務
者
（
同

）
世

帯
の

親

族
含

む

）
②
納
税

管
理
人

③
借

地
人

、
借
家
人

等
④

当
該
固
定
資
産
の
処
分
を

す
る
権
利
を
有
す
る
一
定

の
人
⑤
①
～
④
の
衢
任
状

を
持
参
し
た
方
▼
必
要
な

も
の
・
：
巾
請
人
（
窓
囗
に

き
た
方
）
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）
、
法
人
の

場
合
は
登
録
印
、
借
地
人
・

借
家
人
等
は
契
約
書
等
、

処
分
す
る
権
利
を
有
す
る

一
定
の
人
は
そ
れ
を
征
す

る
書
類
▼
手
数
料
・
：
一
件

三
百
円
（
四
月
一
日
～
六

月
二
日
ま
で
は
納
税
義
務

者
は
無
料
）

固
定
資
産
課
税
台
帳

ぷ
Ｅ
匸
1
1
り
Ｉ

ぷ
。

▼
改
正
内
容
…
従
来
の
固

定
資
産
税
の
証
明
に
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
記
載
事

項
の
証
明
が
追
加
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借

家
人
等
も
証
明
の
請
求
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
悶
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
係
晋（
５
８
５
）
2
7
7
9



お
知
ら
せ

パ
ス
ポ

ー
ト
を

申
請
す
る
方
へ

県
の
パ
ス
ポ

ー
ト

窓
口

に
お
い
て
、
本

年
四
月
一

日
か
ら
、
住
民

基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
い
わ
ゆ

る
「
住

基

ネ

ッ

ト
」
）

が

利

用
で
き

る
よ

う
に
な

る

た
め
、
そ

の
利

用
を
希
望

さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、

パ
ス
ポ

ー
ト

申
請
の
際

に
。

「
住
民
票

」
を
提
出
す

る

必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

ま
た

、
こ

れ
ま
で
ど

う

り
住
民
票

を
提
出
い

た
だ

い
て
も

、
申
請
は
可
能
で

す
。な

お
、「
戸
籍
謄
（
抄

）

本
」
に

つ
い
て

は
、

こ
れ

ま
で
ど

お
り
提
出
し
て

い

た
だ

く
必
要
が
あ
り

ま
す

の
で
ご

注
意
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
国
際
課

豐（
5
2
1
）
7
9
9
9

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
゜

労
働
保
険
の
年
度
更
新

平
成
十
五
年
度
の
労
働

保
険
の
年
度
更
新
を
す
る

時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

四
月
初

め
に
福
鳥

労
働

局
か
ら

送
付
さ
れ

る
申

告

お
‥
と
記
入

要
領
を
よ

く
お

読
み

い
た
だ
い
て
五
月

二

十
日

ま
で
に
最
寄
の

銀
行
、

郵
便
局

、
労
働
基
準
監

督

署
、
福

島
労
働
局

に
お
い

て
手

続
き

を
さ
れ

ま
す
よ

う

お
願

い
い
た
し

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室

贊（
５
３
６
）４
6
0
7

農
薬
は
正

し
く
使
ぎ
つ

農
薬
取
締
法

が
改
正

昨

年
、
無
登
録

農
薬
が

全
国

的
に
流
通
し

、
使
用

さ

れ
て

い
る
実
態

が
明
ら

か

と

な
り

、
『
食

』
に

対

す

る
信
頼
を
損
な

う
問
題

と
な

り
ま
し
た
。

こ

の
た
め
昨
年
十

二
月

に
農

薬
収
締
法

が
改

正
さ

れ
匸

二
月
十
日
か
ら

こ
の

改
正

法
が
施
行
さ

れ
ま
す
。

主
な

改
正
点
は
、

①
無
登

録
股

薬
の
製
造

、
輸
人
、

使
用

の
禁
止
（
販

売
は
従

来

か
ら
禁
止
）

②
農
薬
使

用
基

準
に
違
反
す

る
農
薬

使
用

の
禁
止
③
罰

則
の
強

化

な
ど
あ
り
、
農

薬
を
製

造
・
輸
人
・
販
売
・
使
用
す

る
す
べ
て
の
国
民
に
関
係

す
る
内
容
で
す
。
農
薬
は

農
林
水
産
省
の
登
録
番
号

の
あ
る
も
の
を
、
ラ
ペ
ル

を
よ
く
読
ん
で
使
い
ま
し

よ
う
。
詳
し
い
農
薬
情
報

は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー

ベ
ー
ジ
（
７
”
１

冫`
司
多

∃
ａ
ｆｆ
．
　ｇｏ
．
　ｊｐ
／ｎｏｕｙａ
ｋｕ
／
　）

の
「
農
薬
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

町指定無形民俗文化財

太々神楽の奉納

４月20日(日)午後１時30分

内谷･春日神社( 神 楽殿)

｢うつくしま県民の翼｣参加者募集
福島県では、各種社会活動に積極的に活助する憲政ある

県民を海外に派遣する｢うつくしま県民の翼｣事業を展開し
ており。平成15年度の 参加者を募集します。

（内容）①募集人員②資格要件（全て県内に居住が要件）

③個人負担概算額④男集期間⑤派遣予定時期

◆ｓ 蹂協力活勦研修コース

(派遣先 インドネシア)

１:10人･,冫濶校生以よＪ６万円 ④９

月１日～10 月10日:i･憚耀16年 ３月

◆地域コミ ュニデ４コース

(派遍先 イギリス),!'10

人面18 農以上１ ９万円j,11:･4月

１日 ～５月23日雀110阿中旬

◆儼覆型社会推進コース

(  派 先 ドイツ・スイス)110

人１･旧  以上:19 万円④４月

１日 ～５月23日:i･10君中句

◆ 自 主 企 儷 コ ー ス

( 派 遣 児 は 応 募 者 が 設 定)

① ３ 名12,:20歳 以 上 ③ 経 費 の ｌ ／２

以 呀1.4`一心 耳 者 が 設 定･ｌ･4 月 １ 日 ～

５ 月ｌ) 日

◆ 男 女 共 伺 参 画 コ ー ス( 女 畦 リ ー

ダ ー と し て モ ン ゴ ル 及 び イ タ リ ア

の ２ コ ー ス ． 及 び 目 主 企 画 コ ー ス

が あ り ま す.) 詳 岡 は 問 い 合 わ せ く

だ さ い.

◆ 共 生 社 会 へ の 遊 謇 擢 研 修 コ ー ス

(飛 遣 先 ド イ ツ)

陣 荅 の あ る 方 を 対 象 と し て お り 、

詳 峨 は 問 い 合 り せ く だ さ い ．
★問い合わせ

県庁県序 境 室青少年グループ(  521 ) 刀 87

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

後
藤
　

文
子
丿
7
7（
人
町
南
）

舟
山
　

サ
カ
ー
9
0（
ｍ
｀
瘍

）

玉
手
　
　

豐
バ
8
7（
中
部

）

佐
藤
キ

ミ
イ
バ
8
4（
前
田

）

石
川
　

フ
ョ
ー
8
8（
第
４

）

結
婚
お
め
で
と
う

赤
坂
　
　
稔
ご

佐
藤
　
麻
美
～

前
　
田

誕

生

お

め
で

と

う

お
ｒ

さ
ん
　
　
　
　

μ
　

馮
　

’ｎ

黒
川
　

拓

也
。ブ
　
芳
浩

ご
　

智
子
ｊ
　
（
雌
川
光
陽
）

’
條
　

璃

音
。い
　
節
夫
バ
　

絵

美
ご
　
（
並
柳

）

商
橋
　

冬

椰
尹
　

勝
丿
　
　

美
加
子
ｊ
（
雌
田
光
附
）

佐
藤
　

琉

那
ｙ
　

忠
い
　
　

久

仁
子
７
（
第
1
2
）

岩
城
　

綾
ａ

ノ
　

璽
幸

ご
　
多

香
子
ご
（
大
町
南

）

鴨
川
　

正

太
メ
　

卍
一
丿
　

江

利
子
ｊ
（
内

谷
西

）

(2 jl 末日までにji 町窓口で受14 した

方で､山 听をfl'する力･を掲載しました)

掲載を希盟されない方は ，届け出の際にお申し 出下さい。

４月の心配ごと相談

-|||･夐･ 小綯 Ｍ ｡ ゛4

11F9. む-1” ，

1511浹･ 松浦 輝夫゛4

野Ｎトモ！，

25  -･ 鈴本IIﾐ 大 ，゙

i隻lfiコヘj- ゛4

●墻所 投場り 研）ll,ａｇｌ

●畤閠 ’|’･9  時 一: 午

人口と世帯
平皮15 年２月１日現在

人口11.026 人（± Ｏ）

男5.  4 人( 十 5 )

女5.732 人（－５）

出生８人 死亡10人

転入21人 転出19人
世帯3.215 世帯(  十 6 )



生涯学習

つうしん

国見町教青委員会生涯掌習課

(観月台文化センター)
( 585 ) 2676 FAX ( 5 ) 2707

わ
が
青
春
は

よ
み
が
え
る

阿
津
賀
志
学
級

寿
祝
新
年
会

．
月

ご
．十

目
開
催

の
予

定

が
、

雪
嵐

の
た

め
急

遽

延
期
し

、

二

月

六

日
に

学
級

生

約
酉
一
一
卜

名

出

席
に

よ
り

開
催

さ

れ
ま
し

た

。

安

藤

政

治
委
ｎ

艮
の

「
心
豐

か

に
日

々
研

鑚

を
重

ね
よ

う
」

と

の
挨

拶
の

後

、
量

水
町
長

、

佐

藤
忠

美
議

長

か
ら

励
ま
し

の

こ

と
ば

が
寄

せ

ら
れ

ま
し

た
。

卒
力
一
一
名

、

米
寿
一
。名

、
μ

寿

卜

八
名

、
占

希
一
。
名
の

方

に

賀

詞
と

記
念

品

が
贈

ら
れ

、
ま

た

、
鹿

鳥
神

社
寓

司

様
の

お
祓

い
の
神

事

を
行

い
気

持
ち

も
新

た
に
し

ま
し

た
。

受
賞

者

を
代
衣

し

て
卒

寿
の

佐

藤

イ
ク

ヨ
さ

ん
が

お
礼

の

。。‥

槊

を
述

べ

厳
粛

の

う
ち
に

終

了

し
ま
し
た
。

式
後
、
受
賞
者
を
囲
み
記
念

町
真
の
搬
影
。
そ
し
て
、
学
級

仲
間
の
心
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
観
劇
し
て
楽
し
く
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

閉
講
式
並
び
に

交
通
安
全
大
学
修
了
式

阿

津
賀

志

学
級

閉
講

式
並

び

に
交

辿
安

全

人
学

修
ｒ

式
が

、

二
月
一
．卜

瓦

囗
、

学
級

生

匸

．

瓦
名

の
出

席

に
よ

り
行

わ

れ
、

一
年

間
の

活
助

を

締
め

く

く
り

ま
し

た
．

式
は
、

阿

津
貿

志
学

級
の

歌

斉
叫

の
後

、

一
年

間

の
学
刊

報

件

に
よ

り
活
動

を

振

り
返

り
、

令

体
学
習

の

令
て

に
出

席
し

た

卜
六

名
に

竹

勤
賞

が

、

．
回
欠

席
の
Ｉ
．卜
名
に
精
勤
賞
が
授
ｙ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
十
九

名
に
交
辿
安
令
大
学
修
了
証
が

授
７

さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
佐
藤
忠
芙
磁
艮
と

遠
藤
眞
桑
折
警
察
署
災
か
ら
祝

辞
が
あ
り
、
学
級
生
を
代
表
し

て
安
藤
政
治
委
貝
艮
が
謝
辞
を

述

べ
。
次
年
度
へ
の
新
た
な
期

待
感
を
も
っ
て
閉
式
し
ま
し
た
。

保育ボランティア募集

公民館では｡乳幼児を档つお母さん

や子育てに関わっている人を対象に｢子
育て教室｣ を開いています｡、
お母さん達が学 習している間､乳幼

児のお世話をしてくださる｡｢保育ボラ
ンティア｣ を募集しています。

保育とともに教室生親子との交流や、

芋を植えて秋には観きいもパーティも
開催します。
昨年は､23 名の方々にご協力を頂き

ました、今年もお手伝いいただける方
を募集しています。

く問合せ･申込)
教育委員会生涯字習課 魯･585 : 2676

移
動
公
民
館

「
孫

育
て

学

級

」

孫

育
て

学
級

は

、
昨

年
に

引

き

続

き

、
大
木

戸

ふ
れ

あ

い
セ

ン

タ
ー
で

開
催

さ

れ
ま

し
た

。

「
健

康
体

操
で

若

返
り

、
日

本

の
伝

統
文

化
で

あ

る
折

り
紙

で

暮
ら

し

を
飾

り
、

そ
し

て
講

話

を
聞

い

て
心

に
澗

い
を

：

」

を
キ

ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

に

ピ
。回

の
学

習

を
行

い
ま

し
た

。

ｙ
Ｆ
ど

も
を

取
り

巻

く
問
題

が

深
刻

化

し
て

い

る
巾
で

。

若
い

親

さ
ん

た
ち

は

、
ｙｒ
育

て

に
奮

闘

し

て

い
ま

す

が
「
一
一
ト

ー
匪

紀

を
支

え
る

子

ど
も
た

ち

を
心

豊

か
に

た
く

ま
し

く
育

て

る
た

め

に
、

み
ん

な
で

温

か

い
予
を

差
し

延

べ
、
励

ま

し
て

い
き
ま

し

よ
う

」
と

の

講
話
で

学

習
を

締
め

く

く
り

ま
し

た
。



●「一年を省みて」成人学級

’|勺戉| 一四 年度 の成 人学級学 習内 容の 叭点 とし ては.

「環 境問 題」 と「川 見町に ついて の理 解を深め る 」

こ とを･. 本の柱 として 学習 を逃め ました

環 境問 題につ いては 、県 のアド バ イザーの 方から

リサ イ クル等の 循環 咽社 公の学刊 をし． その 発艇 と

し寓 城県 鴬沢町 の 「朿1」本 リサ イク ルシ ステ ム ズ」

に おける 冷蔵 庫・洗縦 機の処 理 を見学し まし た、

また．「町の 文化財 」の 見学学岬 での歴 史探 訪や 合|

司学 習会 による 「町政 を知 る」で は、 町村 合併問題

につ いて 町長講 話、そ して ．町謡 会傍聴 と国 見町 の

住民 として 、町 政を深 く理 解する こと がで きました．

二
月
二
十
一
日
の
成
人
学
級
閉
講
式

各
学
級
で
閉
講
式

有
意
義
な
学
習
が
で
き
ま
し
た

最
後
の
学
習
「
手
作
り
ピ
ザ
」
に

取

り
組
む
学
級
生

・少年仲間づくり教室

少年仲 閥 づく り の 閉講 式 は､ ２月22日 に 行

われ まし た。 式に 先 立ち、料理 教室 を行い 、

簡 単手作りピ ザに 挑戦し まし た。班 に分 かれ

て 生地づく りと野 菜 切り、ビザ ソ ースを作 る

係り に作業 分担し 、協 力しな がら、 美味し い

ピザ が出来|; がりました。

閉 講式で は、･ 年1111学 習 を休 ま なかっ た６

名 に皆勤賞 が授り､され 、また、 東海林 綾 さん

（藤III小６ 年）には、 杵勤特 別賞 が授 り､され

まし た｡ こ れは、ﾐ 年|川を通し て無 欠席の 快

挙で す｡

・
く
に
み
女
性
教
室

今
年
度

は
、
令
体

学
Ｍ
卜
．
．．回

と
趣
味

の

グ
ル

ー

プ
学

習

と
し

て

、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
・
煎
茶
・
ク

レ

イ
ク
ラ

フ
ト

（
紙
粘
Ｌ
ニ

バ

ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
を
行

い
ま
し

た
．

令

体
学
習
に
お

い
て
は
、
女
性
の

教

養

を
鳥

め

る
講

話
や

研

修
旅

行
．
健

康
づ

く
り
の
３
Ｂ
体
操

と

調
理

実
習

な

ど
様

々

な
学

習
を

辿
じ

て
自

身

を
廃

き

あ
げ

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
ｙ

．月
卜

．一
川

に
迎
え
た
閉
講
式

で
は

、
朿
北
電

カ

カ
ル

チ

ヤ
１

鵬

叨
‥
で
の

絵
ｆ

紙
の
学
習
を
し
そ

の
後
、
学
級
生

で
会
食
を
と
り
、
親
唯
交
流
を
深

め
ま
し
た
．

来
年

度

に

お

い
て

も
学

習
内

容
を
皀
に
充
火
し

て
い
き

ま
す
、

ス
ポ
ー
ツ

楽しくスポーツ教室
～バドミントン･ バレーポール～

一般を対象にしたバドミ ントンと小学生を対象にしたバ

レ ーボールの教室を開きました。ちょっと寒い時期の教室

でしたが、教室生は元気いっぱい、寒さなんてへっちゃら

です。小学生のバレーボールは昨年の教室開催以来、こ れ

までも月に２回ほど勤労者体育センターで練習をしていま

すが、バドミントンの修了生も負けていません。毎週月曜

日の夜に観月台文化センター体育館で目主的に練習を続け

ることになりました。

がんばって、充 実 感

郡体育指導委員運絡 協議会主催のソフトバレ

ーボール大会に出場したブラックパンサーチーム。

町の予選を勝ち抜い ての初出場です。男女混成

の部。女性の部それぞれに出場した選手たち、

初出場のプレ ッシャーをはねのけ、がんばりま

した。この競技、来年度は伊達地方スポーツ大

会の正式種目となります。



国
見
二
ュ
―
タ
ウ
ン

安
心
に

お
求
め
安
さ
を

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
ゆ
と
り
安
ら
ぎ
、
そ

し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。

販
売
以
来
約
１
０
０
区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、
安
心
・
快

適
さ
か
ら
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
代
金
支
払
条

件
が
緩
和
さ
れ
さ
ら
に
お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

契
約
時
に
購
入
代
金
の
1
0％
を
支
払
い
た
だ
き
、
残
り

は
３
年
以
内
の
分
割
に
よ
り
支
払
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
り
入
れ
に
よ
る
一
括
支
払
の
場
合
は
３
年
間
の
利
子
補

給
制
度
を
お
こ
な
い
ま
す
。（
１
千
万
円
を
限
度
に
２
％

に
つ
い
て
３
年
間
利
子
補
給
を
お
こ
な
い
ま
す
。
）

こ
の
機
会
に
ご

む
地
よ
さ
、
快
適
さ
の
街
、
国
見
ニ
ュ

‐

タ
ウ

ン
を
是

非
ご
検
討
く
だ
さ
い

。

残り63区画分譲中
現在63区画を分譲しており、先着順

に要望区画が選択できます。建築期間

の制限は無く、将来予定される子供さ

ん等のためにも購入いただけます。こ

の機会に是非現地をご覧ください。

詳細はお問い合せください。現地案

内も随時行っておりますので、お気軽

に連絡ください。

支払条件大幅緩和
契約時に１割、残りは３年以内の

分割納入が可能に!

借り入れによる一括支払の場合は

３年間の利子補給制度新設

(1 千万円を限度に、２％について

３年間利子補給)

おすすめポイント

ポイント①
国見町がしっかり支援

ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事業として分譲斡旋を頂

いた場合、１区画あたり30 万

円が支給されます。

ポイント②
建てると有利

ＵＩターン者建築推奨事業と

して土地家屋に関わる固定資

産税１ヵ年分が交付されます。

お
申
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ

国
見
町
企
画
商
工
課

昔
５
８
５
‐
2
9
2
7

大
木
戸
小

六
年

松

浦

礼

佳

冬
休
み
の
あ
る
日

、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し

た
。
「
美
貴
ち
ゃ
ん
手
術
成
功
」
と
聞
い
て
、

ホ
ツ
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
。
十
月
ご
ろ
、
胆
道
閉
鎖
症
に

よ
り
苦
し
ん
で
い
る
猪
狩
美
輿
ち
ゃ
ん
の
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
同
じ
福
島
県
内
の
同
じ

小
学
校
と
い
う
こ
と
で
、
児
童
会
で
相
談
し

す
ぐ
に
募
金
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

五
十
七
人
と
い
う
少
な
い
人
散
で
、
先
生

方
も
蹶
か
れ
る
ほ
ど
の
募
金
が
集
ま
り
、
心

を
こ

め
て
作
っ
た
千
羽
づ
る
と
一
緒
に
。
校

長
先
生
か
ら
美
貴
ち
ゃ
ん
の
通
っ
て
い
る
学

校
の
校
長
先
生
に
届
け
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

募
金
が
集

ま
っ
て
も
必
ず
し
も
助
か
る
と

は
か
ぎ
ら
な
い
と
き
い
て
い
ま
し
た
が
。
成

功
す
る
と
い
う
言
葉
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

私
た
ち
の
小
さ
な
善
意
が
、
人
の
役
に
立

っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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